
 

皆さん、こんにちは。社長の竹内でございます。本日は、弊社の決算説明会にご参加いただき誠に

ありがとうございます。また、平素は弊社をお引き立ていただいておりますことを重ねて御礼申し

上げます。 

本日は、中間期の決算の概要と通期見通し、それに加えて今年度の経営方針アクションプランの進

捗についてもご報告申し上げます。 

それでは、決算資料に従いましてご説明申し上げます。 



 
 

 

決算のポイントです。2025年度第 2四半期の実績は、売上高は減収も、営業利益と中間純利益は

大幅増益となりました。全体感として、収益の回復基調の継続、つまり稼ぐ力が着実に向上してき

ていることを確認できる決算となりました。 

売上高は、フィルム事業が増収も、環境・機能材、機能繊維・商事が減収となり、全体としては微

減となりました。 

営業利益は、前年同期比 49億円の増益、70%増ということで 118億円となりました。営業利益率

も 2.5ポイント改善しました。 

今回の営業利益の増益はフィルムが牽引しました。工業用フィルムは堅調を持続、包装用フィルム

は収益が改善しました。 

中間純利益は 57億円と、こちらも前年同期比大幅増益となりました。 

次のページに、四半期ごとの営業利益推移をお示ししています。稼ぐ力が着実に回復してきている

ことを確認できます。 

通期見通しは、包装用フィルム、医薬、不織布マテリアルなどの収益改善と工業用フィルムの需要

堅調を踏まえ、営業利益 230億円、当期純利益 65億円と、それぞれ前回見通しに比べて 20億円

上方修正します。 



 
 

 

決算サマリー、PLとキャッシュ・フローです。まず、売上高は減収ということで、フィルムは増

収でしたが、環境ソリューションの減収、不織布マテリアルや衣料繊維の事業再編と国内生産体制

見直しが影響しました。 

売上総利益は、改善が継続しています。粗利益率は 2ポイント改善しました。販管費は、販売試験

費の削減、経費節減の取組みの効果で減少しました。 

その結果、営業利益は大幅増益となりました。営業利益率は 5.8%と、着実に改善しています。 



 
 

 

営業外損益、特別損益の内訳を詳しく記載しています。営業外損益は、為替差額、地震の災害関係

費の減少などで改善しています。 

特別損益は、特益がなくなる一方で、ベテラン社員のセカンドキャリア支援強化のための割増退職

金を計上したことから、悪化しました。 

営業利益の増加により、税引前中間純利益は改善し、さらに一時的な税金費用の軽減により法人税

が減少し、親会社株主に帰属する中間純利益は 57億円となりました。 

フリー・キャッシュ・フローは、設備投資がピークアウトし、営業キャッシュ・フローが改善した

ことから、104億円の黒字となりました。 



 
 

 

営業利益の増減要因分析です。全体概要として、原燃料価格と売値見直しの効果が増益要因となり

ました。原燃料価格が落ち着きを見せる一方、製品価格の改定の効果が出ています。過去 3年、価

値に見合った価格ということで粘り強くお客さまと交渉し、ご理解をいただいて実現してまいりま

した。 

数量は、リチウムイオンバッテリー用セパレーター製造工程向けの出荷が好調であった VOC回収

装置が減少し、樹脂・ケミカルの自動車関連の一部が減少しました。包装用フィルムも、国内で一

部が減少しました。 

その他は、減価償却費が増加したものの、新機台の試作費の圧縮、固定費圧縮により増益に寄与し

ました。 



 
 

 

決算サマリー、BSです。総資産は圧縮も、棚卸資産の圧縮に遅れがあり、下期の課題と認識して

います。 

フリー・キャッシュ・フローの黒字化により借入金が減少し、D/Eレシオは改善しています。ただ

し、財務体質には依然課題があると認識しており、引き続き資産圧縮を進め、資産効率を高めてい

きます。 

 



 
 

 

決算サマリー、セグメント別です。売上高・営業利益ともフィルム事業が牽引しました。売上高は

フィルム事業の増収効果が大きい一方、環境ソリューションの減少、不織布マテリアルおよび衣料

繊維の事業再編により、全体では微減収となりました。 

営業利益は、フィルムの増益が全体を牽引しました。一方、ライフサイエンス事業が減価償却費

増、一部生産性の改善遅れ、海外グループ会社の出荷の期ズレ影響などで大幅減益となりました。

下期以降に挽回していきます。 



 
 

 

各論に入る前に、セグメント別のアクションプランの進捗をご説明します。表の見方として、三角

のところが、期初目標に対して成果を出せていない課題であり、今期決算での下振れ要因となりま

した。 

バイオは、新設備の稼働により増産できたものの、本来の生産性には至りませんでした。メディカ

ルは、秋田県大館の新工場の立ち上げが遅れています。 

環境ソリューションは、BC膜の案件の可能性は増えましたが、VOC回収装置が、LIBS製造工程

向け以外の用途開拓を目指しているものの、成果につながっていません。 



 
 

 

それでは、セグメント別に詳しくご説明します。 

まず、フィルムです。増収、大幅増益となりました。包装用フィルムが改善し、工業用フィルムは

収益がさらに拡大しました。 

包装用フィルムは、前年同期は赤字でしたが、今期は黒字転換しました。猛暑および食品価格の高

騰の影響で消費意欲が減退し、荷動きが悪化しましたが、新機台の稼働率の改善、試験費の減少、

価格改定の効果により、収益が改善しました。 

工業用フィルムは、主力の液晶偏光子保護フィルム“コスモシャイン SRF”は堅調が持続していま

す。パネル市場全体は調整局面と認識していますが、“コスモシャイン SRF”の需要は旺盛です。背

景は、画面の大型化と、“コスモシャイン SRF”を使用いただいているメーカーが伸びていることで

す。 

旺盛な需要を受け、現在、来年度稼働予定として、機台の広幅化および生産能力増強を目的とした

改造工事を実行中です。来年度には 1.3倍の生産能力となる予定です。 

工業用フィルムのもう一つの主力製品であるセラミックコンデンサ用離型フィルムは、需要の回復

により、数量が大きく伸びました。 

現在、宇都宮工場の新機台を立ち上げ中です。2025年度 4Qからフル稼働し、2026年度に生産能

力が現行比 2倍となる予定です。 



 
 

その他の工業用フィルムも、価格見直しとともに数量が回復し、概ね順調に推移しました。 

下期は、“コスモシャインSRF”の改造工事による影響、包装用フィルムの在庫調整の可能性などを

加味し、慎重に見通しています。 

  



 
 

 

ライフサイエンスです。減収減益となりました。バイオは増収しましたが、海外拠点での売上高計

上の期ズレ影響を受けました。 

バイオは、原料の影響を含む生産性の低下が残りました。現時点では改善にめどをつけており、下

期に挽回に向かいます。需要は堅調なため、生産性の改善がポイントです。 

メディカルも、人工腎臓用中空糸膜の受注は非常に堅調です。ただし、大館の一貫生産工場の立ち

上げの遅れがあり、10月以降、段階的に生産量を引き上げ、来年度には収益寄与させる計画で

す。 

医薬品製造受託は、価格改定で赤字幅が縮小しました、下期に更に回復し、通期で黒字化を目指し

ています。 

ライフサイエンス全体は、上期は遅れていますが、もともと下期型です。季節要因に加え、バイオ

とメディカルは生産性改善による出荷増を見込み、医薬は 4Qに販売を計上する季節性があるた

め、下期に挽回を計画しています。 



 
 

 

環境・機能材、主に東洋紡エムシー（株）です。減収減益でした。 

売上高は、前期に大きく伸びた、環境ソリューションの LIBS製造工程向けの VOC回収装置が、

EV市場の減速により大きく落ちました。エンジニアリングプラスチックは、海外拠点の一部で、

関税の影響により数量が減少しましたが、価格の見直し効果がありました。工業用接着剤は、各用

途での数量が増えました。また、不織布マテリアルは、国内生産体制の見直しにより、売上高は減

少しましたが、収益は改善しました。一部のグループ会社は、収益が悪化しました。 

利益面では、環境ソリューションの大きな落ち込みを、他事業でカバーしきれませんでした。 



 
 

 

機能繊維・商事です。減収微増益でした。事業の見直しにより売上高が減少しましたが、利益は、

東洋紡せんい（株）は改善し、エアバッグ用基布は引き続き赤字ですが、赤字幅はほぼ横ばいでし

た。 

衣料繊維は減収増益であり、資産効率の向上に努めてきた成果が出てきています。中でも、中東向

け特化生地は需要が堅調で、販売が増加しました。スポーツ用途は、国内の縫製拠点を中心に集約

を進め、収益が改善しました。 

エアバッグ用基布は、日系顧客の減産影響があるものの、全体として数量は横ばいで、収益性もほ

ぼ横ばいで推移しました。 

以上が、この中間期の実績です。 



 
 

 

続いて、2025年度の見通しです。まずは事業環境の見通しです。8月時点に比べて悪化、当社に

とってマイナスと考えられる部分に三角を入れています。 

包装用フィルムは、食品価格の上昇に伴い消費行動が若干鈍っていることにより、国内の荷動きが

悪化し、出荷が前年度割れになるのではないかと見通しました。 

バイオは、生化学診断用原料酵素の需要は堅調なものの、中国市場は、医療費圧縮の流れの中で、

中国政府主導による集中購買による入札、検査項目の絞り込みがあり、お客さまの診断薬市場への

影響が一部懸念されます。 

なお、自動車関連は、見通しに変更なしとしていますが、昨今の動きの中では半導体調達の影響が

懸念されるため、注視していきます。 



 
 

 

2025年度の見通しです。包装用フィルム、医薬、不織布マテリアルの収益改善、および工業用フ

ィルムの需要堅調を踏まえ、通年では営業利益予想を上方修正します。 

当期純利益は下期に大きく落ち込む見通しです。営業外利益が減少する一方で、営業外損失が増え

ることにより営業外収益は悪化する見通しです。また、上期に一時的な税金費用の減少があり、法

人税負担が少なかったのですが、下期は通常の税負担になることを予想しています。 

 



 
 

 

セグメント別で、前回見通しとの差異をお示しします。フィルムは、下期に向けて“コスモシャイ

ン SRF”の改造工事、包装用フィルムの数量減により、上期比で減益を見通します。 

ですが、下期型のライフサイエンス、環境・機能材は、上期比で増益を見通しています。ライフサ

イエンスは、前回見通しから下方修正しています。 

 

 



 
 

 

営業利益の増減要因分析です。 

下期は、原燃料効果は上期相当が継続も、売値は、昨年度の下期にかなり価格転嫁を進めていたこ

とから、YOYで大きな増益にはならないため、増加幅が上期よりも小さくなると見通します。 

数量は、フィルムは減少も、ライフサイエンスと環境・機能材の増加を見込みます。その他は、減

価償却費の年間での 18億円を織り込んでいます。 

 



 
 

 

続いて、2025年度の経営方針、アクションプランの進捗です。 

2025年 5月の説明会で、2025年度以降の取組みとして、経営方針、アクションプランをお示しし

ました。この半年間での進捗をご報告します。 

  



 
 

 

6つのアクションプランのうち、本日は 3番目の要改善事業対策、4番目の投資の確実な回収、5

番目の投資・経費の絞り込み、コストダウンをご説明します。 

  



 
 

 

要改善事業対策です。国内生産体制の見直しなど、それぞれ着実に対策を進めています。2024年

度対比で、2025年度は 70億円の増益効果を期待しています。この上期中、5事業の合計で黒字化

を達成しました。 

衣料繊維は、2023年度から既に黒字化しており、さらに資産効率の改善を進めています。 

包装用フィルムは、2024年度上期には大きな赤字でしたが、2025年度上期は黒字化を達成しまし

た。ただ、黒字化がゴールではなく、資本コストを意識してハードルレートを超えるよう、さらに

資産効率を高める運営に努めています。 



 
 

 

投資の確実な回収です。立ち上げに苦戦している案件もありますが、それぞれに前進しています。

ただ、まだまだ課題はある状況です。 

実績としてお示ししている中には、本来の生産水準になっていない案件、販売に十分にはつながっ

ていない案件があるため、今後、改善が必要です。重要な案件として、全社経営の視点でのフォロ

ーアップを継続します。 

大型の設備投資は概ね実行済みです。設備投資の先行により財務体質には負担がかかりましたが、

これだけの設備投資を今から実行するとなると同じ金額ではできないでしょう。設備投資案件を成

果につなげ、中期的な利益拡大につなげていきます。 



 
 

 

経費の絞り込み、コストダウンです。ここ数年、販管費が大きく増加してきたため、この半年間は

見直しを進めました。従来から、製造や調達の現場ではコストダウンに全社で取り組んできていま

すが、今は全社横断で、他のコストダウンにも取り組んでいます。 

間接材費のコストダウン、事業所・工場の共通部分のコスト競争力強化、DXを活用した業務効

率・生産性の向上です。 

現時点で、販管費は着実に減少しています。利益寄与額は 2023年度比で 2027年度に 50億円とし

ていますが、2027年度まで待たずに一部が今期の収益に貢献しています。今後、労務費対策など

も実行していきます。 



 
 

 

投資の絞り込みです。当初計画からは大幅な絞り込みをした水準で、今は運営しています。大型の

設備投資はほぼ実行済みであり、今後、設備投資水準はピークアウトしていきます。安全・防災、

品質への投資も概ね完了しています。 

今後は、老朽化対策はありますが、2025年度の設備投資額 350億円の水準で運営し、フリー・キ

ャッシュ・フローを確保していきます。 

 



 
 

 

最後に、次期中期経営計画の位置づけです。2025年度中期経営計画をお示ししたとき、今中計は

2030年までの長期ビジョンの中の前半戦として位置づけ、つくりかえる・仕込む 4年として取り

組んできました。 

事業環境変化への対応が遅れ、事業ポートフォリオ改革は一部で計画対比で遅れていますが、土台

の再構築、未来への仕込みは着実に実行できていると認識しています。 

次の 5年は、後半戦ということで、これまでの仕込みや土台からの成果を出していく 5年と認識し

ています。 

次期中期経営計画においては、事業ポートフォリオ改革の実行と投資効果の発現により、財務体質

の改善と、ROE8%超を目指すことを基本方針とします。現在、経営陣がワンチームとなって策定

中です。 

2026年 5月には、決算のご説明とあわせて次期中期経営計画をご説明しますので、よろしくお願

いします。 

以上、第 2四半期の実績と 2025年度の見通し、2025年度以降に向けた取組みをご説明しまし

た。統合報告書にも記載の通り、ワンチーム経営でやるべきことをやり抜き、結果を出し、企業価

値を高めてまいる所存です。引き続き、皆様のご理解とご支援をよろしくお願いします。 



 
 

 

 

  

  

  

        
    



 
 

 

 

  

          

                                  

    

         

                                                  

                                          

                           

          

         

                                                          

                                                         

  

   

                                    

                                     

                                    

       

                   



 
 

 
                                      


